
８月5日（水）～6日（木）の２日間、兵庫県神戸市の神戸国際展示場にて、全国のＳＳＨ校が集まり発表

を行う「ＳＳＨ生徒研究発表会」が開催され、本校から発表者1名と見学者2名が参加しました。これまでの

研究成果をしっかりと発表するとともに、240校ほどの発表を聞き、多くのことを学ぶことができました。 

 

参加者の感想 
今回の発表で3年間のＳＳＨの活動に一区切りつく形となった。去

年見学で見たポイントや今までの経験を意識して資料をまとめて発表

することができたと思う。また、フィードバックについても、今まで

の問題だった圧力の測定実験に関するアイデアをいただいた。また、

モーターにかかっている負荷について電流を調べることで判断できる

のではないかというアドバイスをいただいた。＜発表者（3年生）＞ 

 

今回の発表会を通じて、幅広い分野の研究に沢山触れ、私には思いつかない独自の着眼点や実験方法に感銘

を受けた。さらに全体発表を行った代表校の研究から、実験を積極的に行い、自らの好奇心に従って研究を進

めることが成果に繋がるのだと気付かされた。考えすぎずに行動に移す姿勢を見習い、これからの研究活動に

も積極的に取り組んでいきたい。＜見学者（3年生）＞ 

 

今回の発表会で一年後に自分がどのようなラインまで研究を進めなければならないのか分かりました。周り

の学校がハイレベルで、特に表彰校のポスターは区切りが分かりやすくついていて、文章は長すぎず短すぎ

ず、写真やグラフなどとバランスよく作られていました。個人的には電気工学系の研究が少なかったのが残念

でした。今の自分には研究の内容だけでなくまとめ方も未熟なので、これから一年間様々な発表会を通して成

長していきたい。＜見学者（2年生）＞ 

 

———参加者のみなさん、お疲れさまでした！ 
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